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風になびく
のぼり

　

群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生
同
業

組
合
（
森
田
繁
理
事
長
）
は
、
５
月
30

日
、
吾
妻
郡
草
津
町
・
草
津
町
商
工
会

館
に
お
い
て
「
人
材
不
足
の
中
、
多
様

化
す
る
若
手
社
員
・
従
業
員
の
人
材
育

成
」を
テ
ー
マ
に
講
習
会
を
開
催
し
た
。

講
師
は
、
株
式
会
社
シ
イ
ビ
イ
シ
ー
の

小
玉
亜
衣
氏
。

　

小
玉
氏
は
「
中
堅
社
員
と
し
て
若
手

社
員
を
育
成
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
仕

事
を
教
え
る
こ
と
が
『
職
責
』
で
あ
る

と
中
堅
社
員
が
認
識
す
る
こ
と
が
大
切
。

そ
の
際
も
、
教
育
担
当
者
１
人
が
抱
え

込
む
の
で
は
な
く
、
会
社
全
体
・
部
署

全
体
と
い
っ
た
『
チ
ー
ム
』
で
教
育
す

る
と
い
う
意
識
を
共
有
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
」
と
説
明
。

の
ぼ
り
旗
を
作
成

群
馬
県
電
機（
商
）

若
手
社
員
の
育
成
に
つ
い
て
学
ぶ

群
馬
県
旅
館
ホ
テ
ル
生
活
衛
生（
同
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
水
道
施
設
を
点
検

伊
勢
崎
管
工
設
備（
協
）

合
に
加
盟
し
て
い
る
の
か
が
わ
か
ら
な

い
」
と
い
っ
た
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ

た
た
め
。
こ
れ
を
受
け
て
、
懇
談
会
に

参
加
し
て
い
た
同
支
部
の
清
水
義
典
支

部
長
が
発
案
し
、
加
盟
店
の
賛
同
を
得

て
作
成
に
至
っ
た
。

　

群
馬
県
電
機
商
業
組
合
（
濱
川
祐
作

理
事
長
）は
、高
崎
支
部
に
お
い
て
「
街

の
電
気
屋
さ
ん
」
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
ぼ
り

旗
を
作
成
し
た
。
同
支
部
に
加
盟
す
る

58
店
が
店
頭
に
掲
げ
、
個
店
の
Ｐ
Ｒ
に

活
用
し
て
い
る
。

　

作
成
の
き
っ
か
け
は
、
組
合
・
関
係

企
業
・
消
費
者
の
３
者
で
行
う
「
消
費

者
懇
談
会
」の
中
で
、消
費
者
か
ら
「
量

販
店
は
修
理
対
応
に
時
間
が
か
か
る
。

地
域
の
個
店
に
お
願
い
し
た
い
が
、
そ

も
そ
も
お
店
が
ど
こ
に
あ
る
か
わ
か
ら

な
い
」、「
組
合
加
盟
の
店
舗
な
ら
信
頼

し
て
依
頼
で
き
る
が
、
ど
の
店
舗
が
組

　

次
い
で
、「
仕
事
を
教
え
る
際
に
は
、

業
務
に
お
け
る
ハ
ー
ド
ル
を
適
切
に
設

定
し
、『
や
る
気
』
よ
り
も
そ
れ
を
成
し

遂
げ
た
こ
と
に
よ
る
『
や
れ
る
気
』
を

創
出
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
あ
る
」
と

解
説
。

　

最
後
に
、「
指
導
は
『
伝
え
る
』
だ
け

で
な
く
『
共
有
す
る
』
こ
と
が
大
切
。

若
手
社
員
が
納
得
し
、
指
導
に
基
づ
い

た
行
動
に
つ
な
が
る
よ
う
伝
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

小玉 亜衣 氏

　

の
ぼ
り
旗
に
記
さ
れ
た
５
つ
の
星
は

そ
れ
ぞ
れ
「
安
全
」、「
安
心
」、「
技
術

力
」、「
信
頼
」、「
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
」

を
表
し
て
い
る
。
清
水
支
部
長
は
「
高

齢
社
会
に
お
い
て
、
地
域
店
が
担
う
役

割
は
大
き
い
。
量
販
店
に
は
な
い
対
応

力
の
高
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
」
と

語
っ
た
。

　

同
組
合
で
は
、
今
後
高
崎
支
部
に
留

ま
ら
ず
、
組
合
全
体
で
の
ぼ
り
旗
を
作

成
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

伊
勢
崎
管
工
設
備
協
同
組
合
（
川
端

護
理
事
長
）
は
、
６
月
１
日
、
伊
勢
崎

市
内
１
５
８
ヶ
所
の
公
園
で
水
道
設
備

等
の
点
検
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
た
。

　

こ
の
活
動
は
、
市
の
公
園
維
持
管
理

費
の
節
減
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
水

道
に
つ
い
て
市
民
の
理
解
と
関
心
を
高

め
、
水
道
事
業
の
発
展
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
22
年
よ
り
６
月
１
日

〜
７
日
の
水
道
週
間
に
合
わ
せ
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
は
組
合
員
73
社

が
参
加
し
た
。

　

市
役
所
で
の
出
発
式
の
後
、
各
組
合

員
は
担
当
す
る
公
園
に
向
け
て
出
発
し
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出発式では五十嵐清隆伊勢崎市長より激励の言葉が贈られた

高橋理事長(左)と髙木市長

活発な意見交換が交わされた(左が組合側)

資
源
ご
み
活
用
を
写
真
で
Ｐ
Ｒ

渋
川
リ
サ
イ
ク
ル
資
源（
協
）

千
葉
県
よ
り
視
察
を
受
入
れ

太
田
市
管
工
事（
協
）

た
。
水
道
・
ト
イ
レ
の
蛇
口
の
緩
み
、

水
漏
れ
等
を
確
認
し
、
必
要
に
応
じ
て

部
品
交
換
等
も
行
っ
た
。

　

太
田
市
管
工
事
協
同
組
合
（
小
川
英

樹
理
事
長
）
は
、６
月
26
日
、太
田
市
・

組
合
事
務
所
に
お
い
て
、
千
葉
県
・
君

津
地
区
管
工
事
業
者
連
絡
協
議
会
の
視

察
受
入
れ
を
行
っ
た
。

　

同
協
議
会
は
、
木
更
津
市
管
工
事
業

（
協
）、君
津
市
管
工
事
業（
協
）、富
津
市

管
工
事
業（
協
）、袖
ヶ
浦
市
管
工
事
業

（
協
）の
４
組
合
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

各
組
合
が
属
す
る
４
市
に
お
い
て
、
平

成
31
年
度
よ
り
水
道
事
業
が
統
合
さ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
既
に
水
道
事

　

渋
川
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
協
同
組
合

（
高
橋
保
夫
理
事
長
）
は
、
６
月
22
日

〜
29
日
ま
で
の
８
日
間
、
渋
川
市
・
渋

川
市
役
所
１
階
「
市
民
ホ
ー
ル
」
に
お

い
て
、
資
源
ご
み
回
収
活
動
に
係
る
写

真
展
示
を
行
っ
た
。

　

こ
の
展
示
は
、
６
月
の
環
境
月
間
に

合
わ
せ
、
資
源
ご
み
の
集
団
回
収
活
動

へ
の
市
民
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
市
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
開
催
し
た

も
の
で
、
今
年
が
初
の
開
催
と
な
る
。

　

資
源
ご
み
の
集
団
回
収
に
子
供
達
が

取
り
組
む
姿
や
、
活
動
中
の
組
合
員
の

写
真
を
展
示
。
さ
ら
に
、
ご
み
の
種
類

や
出
し
方
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
も
掲
示

し
、
資
源
の
有
効
活
用
・
ご
み
の
減
量

に
つ
い
て
啓
発
活
動
を
行
っ
た
。

　

期
間
中
に
は
、
渋
川
市
の
髙
木
勉
市

長
が
自
ら
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
訪
れ
、
高

橋
理
事
長
と
パ
ネ
ル
前
で
記
念
撮
影
。

髙
木
市
長
か
ら
「
資
源
の
有
効
活
用
の

推
進
は
、渋
川
市
の
政
策
の
柱
の
１
つ
。

組
合
の
活
動
に
対
す
る
期
待
は
大
き
い
」

と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。

業
が
統
合
さ
れ
て
い
る
太
田
市
の
現
状

を
知
り
た
い
と
協
議
会
か
ら
申
し
出
が

あ
り
、
視
察
を
受
け
入
れ
た
。

　

午
前
は
組
合
事
務
所
に
て
意
見
交
換

を
行
い
、
お
互
い
の
自
己
紹
介
の
後
、

組
合
側
か
ら
水
道
事
業
統
合
前
後
の
実

務
の
相
違
点
や
、
地
区
内
の
他
組
合
と

の
連
携
状
況
な
ど
、
組
合
の
現
状
を
説

明
し
た
。

　

午
後
は
組
合
先
導
の
下
、
太
田
市
を

含
む
３
市
５
町
の
水
道
事
業
を
行
う

「
群
馬
東
部
水
道
企
業
団
」
を
訪
問
。

担
当
者
よ
り
企
業
団
の
事
業
説
明
を
受

け
た
後
、事
務
所
内
の
見
学
を
行
っ
た
。


